
はじめに
本事業は、本学と森本商店街振興会との間で取り
交わした覚え書きに基づき、森本商店街を “ＳＤＧｓ
商店街 ” としてブランディングすることを目的に
ＳＤＧｓ ×地域創生をテーマにゼミ活動を行ってい
る新ゼミナールと連携して進めている活動であり、
2023年度で3年目となる。

活動内容

活動は、まずゼミ生が同商店街の個別の店舗で
インタビュー調査し、それぞれが持つ SDGs 側面を
SDGs 宣言としてまとめ、SDGs 宣言ポスターを作成
し店舗に掲示した。

そのうえで、RESAS を用いた現状分析をもとに、
森本商店街のブランディングに向けた「SDGs が学
べる観光モデルコース」を企画し、石川テレビの協力
を得て実際に、学生がコースを探訪する特集番組を
作成・放映していただいた。

成果の考察、今後の課題
観光モデルコースは商店街振興会の役員の方や個
別店舗の店主の方に好評をいただいた。やはり、専門
店ならではのこだわりの商品・サービスを提供して
いくことが住み続けられる街づくりには必要である
ことが確認された。今後、モデルコースを観光商品化
していくことを考えたい。
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住み続けられるまちづくり 
～がんばろう森本商店街「SDGs 観光モデルコース」

企画した観光モデルコース

観光モデルコースの特集番組の一コマ
画像提供：石川テレビ

店舗ごとのSDGs目標（ＳＤＧｓ宣言）

RESASを用いた現状分析による2023年度活動企画
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